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　搾乳ロボット飼養は、牛の行動に
どのような影響を及ぼすのでしょう
か? 当室では、搾乳ロボット牛舎
で飼養されている牛の行動観察を
実施し、採食（※1）・飲水・横臥・反
すう・搾乳に分類して行動時間を調
査しました（表1）。
　従来のフリーストール・パーラー
搾乳管理で報告された行動時間
（Grant, 2007）と比較すると、搾乳
ロボット飼養管理では搾乳にかか
る時間が大幅に短いことが分かりま
した。パーラー搾乳では同じタイミン
グで全頭搾乳するため、待機時間
を含めた搾乳時間が長くなりやす
いのに対し、搾乳ロボットは牛ごと

に自由なタイミングで搾乳すること
ができます。そのため、短時間で搾乳
を完了できたと考えられます。一方、
その他の採食・飲水・横臥・反すう
時間には、搾乳ロボット飼養管理で
の明確な特徴は見られませんでし
た。

　搾乳ロボット内で、短時間のうち
に配合飼料（ロボット飼料）を摂取
することは、ルーメンpHを低下させ
アシドーシス（ルーメン内のpHが酸
性になる症状）を引き起こすことが
懸念されます。当室では、先ほどの
行動観察とあわせて、牛のルーメン
pHを経時的に計測し、採食行動ご
と（PMR摂取とロボット飼料摂取）
のpH変化の違いを調査しました。
　その結果、採食行動後4時間まで

のルーメンpHに、採食行動による違
いは見られませんでした（図1）。ま
た、訪問1回あたりのロボット飼料摂
取量と、その後のルーメンpHの間に
は“負の相関”があることが分かりま
した（図2）。このことから、一度にロ
ボット飼料を摂取しすぎると、ルーメ
ンpHが低下しやすくなると考えられ
ましたが、採食行動ごとのルーメン
pHの変化には差がないことから、ロ
ボット飼料摂取自体がPMR摂取と
比べてルーメンpHを顕著に下げる
要因にはならないことが示されまし
た。

乳ロボット飼養では、牛ごとに搾乳タイミングが異なり、搾乳ロボット内
で個別に配合飼料を給与するなど、独特の管理方法が取られます。

今回は、搾乳ロボット飼養管理での牛の行動と、ルーメン性状に及ぼす影響
についてご紹介します。　　　　　　　　　　　　　   笠間乳肉牛研究室

　
　βカロテンは体内でVAに変換さ
れる物質で、主に粗飼料に含まれま
す。繁殖牛において血中βカロテン
濃度を高めると繁殖機能や受胎成
績向上等を示した報告があります
が、肥育牛に対してβカロテンを補
給した際の報告は少なく、不明な点
が多いのが実情です。
　今回の試験では、約18カ月齢の黒
毛和種肥育去勢牛10頭を用いて行
いました。対照区及び、カロテン区、
各区5頭で設定し、両区とも同じ給与
体系で飼養し（配合飼料：11.0kg/
日、稲わら：1.5kg/日）、カロテン区の
みβカロテン製剤100g/日（VAとし
て24,000IU）を給与しました。

　供試牛の日増体量（DG）、血清
中VA及びβカロテン濃度の結果を
図1～2に示しました。試験通算DG
において、カロテン区が高くなる傾
向が見られました（図1）。一方で、
29カ月齢時における血清中VA濃度
を除きカロテン製剤給与後、カロテ
ン区の血清中VAおよびβカロテン
濃度が有意に高くなりました（図2）。
カロテン区における通算DGが高く
なった理由として、血清中VA濃度が
安定し、飼料摂取量が対照区よりも

低下しなかったこと（図1）が要因と
して考えられます。

　供試牛の枝肉成績、肉質及び肉
色の結果を表1に示しました。肉質
等級、枝肉重量など、いずれの項目
においても、カロテン給与による負
の影響は見られませんでした。
　一方、皮下脂肪色においてカロテ
ン区がb*、彩度で高値を示しました。
肉色におけるb*は黄方向の色度を
示しており、b*値が高くなると枝肉成
績は低く評価される傾向があります。し

かし、肉の色（Beef Color Standard; 
BCS）、脂肪の色(Beef Fat Standard; 
BFS)及び、その他の項目において差
は見られず、ロースの肉色にも差が
見られないため、高含量βカロテン
製剤補給により枝肉成績が下がる
可能性は低いと考えられます。
　以上のことから、高含量βカロテン
製剤補給により、枝肉成績に悪影響
を及ぼすことなく増体を高められる
可能性が示唆されました。近年の飼
養管理技術及び育種改良向上等に
より、上物率が年々増加しています。そ
のため、攻めたVAコントロールを実
施しなくても、ある程度サシが入る可
能性があることから、今後は牛に負
担がかからない新たなVAコントロー
ルを検討していく必要があります。
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表 1　搾乳ロボットとフリーストール・パーラー搾乳での行動時間（時間/日）

表1　枝肉成績及び肉色の結果図1　供試牛の日増体量（DG）と飼料摂取量

図 2　本試験の血清中VAおよびβカロテンの結果

図 1　PMR採食とロボット飼料採食後の
　　ルーメンpHの変化

図 2　1回あたりのロボット飼料摂取量と
　　 ルーメンpHの関係

黒毛和種肥育におけるβカロテン補給の影響黒毛和種肥育におけるβカロテン補給の影響
毛和種肥育では、肥育中期において肉質を向上させるためのビタミン
A (以下、VA) コントロールが一般的に行われています。今回は、VAと

かかわりのあるβカロテンを補給した際の、血液性状及び、肉質への影響を
ご紹介いたします。　　　　　  　　　  　　　　　　  笠間乳肉牛研究室
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※1. 採食時間は、群全体に給与した混合飼料（Partial 
Mixed Ration; PMR）摂取時間と、搾乳ロボット
内での配合飼料摂取時間を合計。
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